
（別紙様式１） 

平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  
   
 

学 校 名 瑞浪市立陶幼児園 

実 施 期 間 平成２５年１１月 ７日（木）・１１月 ８日（金） 

実 施 概 要 
 

11月7日：独居老人の集い(ひなたぼっこの会)に参加 

11月8日：地域の老人との運動会に参加 

【ねらい】◎子ども達の元気な姿を見ていただき、地域のお年寄の方々に元気とパ
ワーを伝える。 

◎お年寄りと触れ合うなかで親しみを持ち、いたわりの気持ちが持てる
ようにする。 

【活動内容】 

◎寿大学運動会 (5歳児参加) 

＊リズムの披露 ｢パイレーツ｣ ｢バルーン｣ 

     ＊競技に参加 ｢大玉ころがし他｣ ＊肩たたき ＊プレゼント渡し 

◎ひなたぼっこの集い (4歳児参加) 

     ＊リズムの披露｢スマイル戦隊すみレンジャー｣ ＊歌｢きのこ｣他 

     ＊肩たたき  ＊プレゼント渡し  
 

実 施 内 容 
 

 学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   □文化   □産業   ☑その他 

 公開の方法 
  □授業公開 □成果発表 □交流活動 □講演会等 
  ☑地域行事等参加 □その他 

来校者数 

（児童館グランドにて） 

地域関係者              ３６ 人  
  計 ９６ 人 

（コミュニティーにて） 地域関係者               ６０ 人 

実 施 状 況 
 

◎ひなたぼっこのつどい(4歳児参加) 

・独居老人の集いに4歳児19名が参加し実施した。 

・事前にお年寄りについての話をして、どう接すると喜んでいただけるかを子どもと共に考えた。 

・自分達の元気パワーを届けようと、事前に練習して一生懸命リズムや歌を披露した。 

・肩たたきをすると、喜んで泣いてくださるお年寄りの姿や、心のこもったお礼の言葉に、4歳児な

りに心を打たれている姿が見られた。 

◎寿大学運動会 (5 歳児参加) 

・地域の寿大学の運動会に 5 歳児 15 名が参加し実施した。 

・事前にお年寄りとの運動会に参加することを伝え、どう接したら喜んでいただけるかを話し合う。 

・自分達からお年寄りによっていき、「一緒に運動会をしようね！」と親しみを込めて接することが

できた。また、お年寄りと一緒にする競技（大玉ころがし）では、お年寄りのペースに合わせて

走ろうとする姿が見られ、笑顔で優しく関わろうとする姿が見られた。 

・たくさんのお年寄りから、大切にされたり、優しい言葉をかけてもらったりする経験は、子ども

達の心を満たし、人や地域の温かさを感じている姿が見られた。 

成果及び課題 
  
 

・保護者は地域のお年寄りなど様々な方とのふれあいを通し、園目標にある心豊かで優しい子ども

に育ってほしいと願っており、こういった触れ合いの場を意図的に作っていることを喜んでくだ

さっている。 

・地域のお年寄りは、子どもとの触れ合いをとても楽しみにしてくださっている。また、子ども達

のために何か自分たちのできることをしてあげたいという気持ちを持っていてくださる。子ども

達は無償の愛を注いでくださる地域の方々から「うれしさ」「喜び」を感じている。幼児期に味

わうこの気持ちが、成長した時に故郷を愛する気持ちにつながってほしいと願う。 

（成果） 

・今回の触れ合いだけでなく様々な地域の方との触れ合いを通し、地域には様々な方がみえる事を

知ることができた。また地域の方々が優しく接してくださる体験を積み重ねることで、人と関わ

る楽しさや喜びを感じることができた。今後も地域の方々との触れ合いを通し、さらに人と関わ

る事の好きな子どもに育ち、地域を愛する気持ちを育んでいけるよう、触れ合いの場を意図的に

作っていきたい。 

（課題） 

・一つの一つの触れ合いの場が子ども達の心の栄養につながることを心においた事前・事後の活動

を工夫する 

 


